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安倍内閣の支持率が堅調だ。我々は野党であっても、日本経済再生のために出来る支援は惜し

まず、かつての野党のような「反対のための反対」をする揚げ足取りの抵抗勢力には絶対になら

ない。なぜなら、これが我が国再生の“ラストチャンス”であるという危機感が我々にはあるか

らだ。 

 しかし、これまで指摘し続けているように、納税者や生活者、勤労者を無視した誤った政府の

政策には断固たる決意で政策的に闘っていかなくてはならない。事実、景気回復への期待感が高

まる一方で、ガソリン価格は 155 円を超え、輸入小麦は 10％、トイレットペーパーは 15％、鋼材

は 20％の値上げが予定されている。政府の言う景気回復の前に、物価上昇の波が庶民の暮らしを

直撃し、賃金や収入が上向かないまま、生活コストだけが上昇する“スタグフレーション”に陥

る可能性が否定できないとの指摘がされ始めた。このような危険性は絶対に回避しなくてはなら

ない！ 
 
高い支持率に慢心しているのか、安倍内閣の納税者軽視の政策がいくつか目に付き始めた。先

月の 15日、安倍総理が議長を務める「産業競争力会議」が開催された。その会議でなんと「再就

職支援金を支払うのを条件に労働者をいつでも解雇できる法改正を求める」ことが提起されたの

だ！ 

我が国では、解雇権の乱用を防ぐために労働契約法において「客観的に合理的な理由」を求め

ている。経営者は会社の経営が著しく悪化したなどの正当な理由がなくては従業員を勝手に解雇

できない仕組みになっているのだ。しかし、今回の提言では「一定のお金さえ渡せば、労働者を

いつでもクビにできる」ことになる危険性が出てきた。百歩譲って、労働組合がある職場ならば

何らかの交渉の余地があるかも知れないが、組合組織のない中小零細企業で働く方々のほとんど

は、解雇を言い渡されることによって何ら対策を講ずることができずに泣き寝入りをすることに

なってしまうのは、火を見るより明らかだ。加えて、この法改正に伴い従業員を解雇せずに一時

的に休業させた企業を支援する「雇用調整助成金」は基本的に廃止になる方向だという。日本国

内の全企業の内、中小零細企業の占める割合は実に 99％である。政府与党は汗して働く現場の庶

民の暮らしの実態が把握できていないのではないだろうか。同僚の川合孝典参議院議員が代表質

問で訴えたように、安倍内閣は「企業のための経済」ではなく「人が幸せになるための経済」を

目指さなくてはいけない。 
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昨年の総選挙前に約束した「社会保障と税の一体改革」の議論も政権交代以降は、忘れ去られ

てしまった感が否めない。国会は年金や医療、介護、子育てなどの社会保障制度を持続可能なも

のに再構築することを大前提に、消費税の段階的増税を国民にお願いすることを決めたはずだ。

将来の社会保障の在り方を有識者で徹底的に議論していただく「国民会議」は開店休業の状態で

あり、逆進性対策の複数税率の議論も国民には伝わってこない。加えて、過去の消費税の引き上

げの際に問題となった中小零細企業対策についても、政府の考えがよくわからない。立場の弱い

これらの企業は、消費税を価格に転嫁することが非常に難しく、自らの利益を削って納税しなく

てはならない事態になりかねないことが懸念されている。消費税分を請求しやすい「外税」につ

いても議論の必要があるが、現政府からは弱者の立場に立った政策議論が聞こえてこない。 

大手企業の経営側は利益を上げるが、そこで働く従業員の給料は据え置き、下請けや孫請けの

会社経営は厳しさを増す。内部留保を溜めた企業は、そのお金を投資に回し、名目経済ばかりが

成長するが、庶民を取り巻く実質経済は冷え込む…。 

「いつか来た道」である。 
 

マスコミの発表する高い支持率に浮かれて、生活者の台所事情を軽視する政治には、厳しいチ

ェックの目が必要であることを、今ほど痛感する時はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
【ホームページリニューアル！】 

ホームページがリニューアルをし、活動予定などの情報がホームページ上で確認できるようになりました。

また、フェイスブックページやツイッターも連動をし、日々更新をしているので是非ご覧ください！ 

ホームページアドレス：http://www.k-shimba.com/ 
 

【しんば賀津也の輪を広げる活動にご協力を！】 

しんば賀津也の活動へご理解をいただける方々に、しんば賀津也の広報機材の配布をお願いしています。

機材の種類はプロフィールや政策が記載されているリーフレット（A4）の他に、室内掲示用ポスター（A3）

と屋外掲示用ポスター（A1）の三種類があります。お気軽に事務所までお問い合わせ下さい！ 
 

【しんば賀津也と歩む会 会員募集中！】 

しんば賀津也の後援会組織「しんば賀津也と歩む会」では共にしんば賀津也を支えて下さる会員を募集し

ています。広報物の発行や国会見学など、様々な親睦行事を行っております。是非お気軽にご参加下さい。

年会費は 2000円になります。 

 

発行・お問い合わせ先：しんば賀津也事務所 TEL 0537-62-3355 
 

しんば賀津也プロフィール 

参議院：外交防衛委員会委員 倫理選挙特別委員会委員、憲法審査会委員 

党 職：民主党静岡県総支部連合会会長、民主党お茶振興議員連盟会長、東日本大震災・災害廃棄

物広域処理推進議員連盟（がれき処理推進議連）副会長等 

その他：静岡県馬術連盟会長、中央大学大学院公共政策研究科客員教授、富士山世界文化遺産両県

県民会議顧問、リアルジャパンプロレスコミッショナー等 

過去の主な役職：防衛副大臣（鳩山内閣、菅内閣）、外務副大臣（第三次野田改造内閣）、外交防衛委

員長、議院運営委員会筆頭理事、外交防衛委員会筆頭理事、国会対策委員長代理、予算委員会理事等 

http://www.k-shimba.com/
http://www.fujisan-3776.jp/
http://www.fujisan-3776.jp/

